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第177号 2022年（令和4年）2月1日       広報ひがしの 

広
報
ひ
が
し
の 

正月元旦若宮・貴船神社 

令和3年度 東野ふるさと作品展 入賞作品 

撮影者 丸山文憲氏 令和3年1月1日 

関連記事 Ｐ２ 

 
 

 
 

東
野
の
過
去
と
未
来 

 
 

 

今
回
の
広
報
の
中
に
、
昨
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
た
二
つ
の
講
演
会
の
記

事
を
載
せ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
「
東
野
の
ま
ち
づ
く
り

の
工
夫
」
と
題
し
た
東
野
の
未
来
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
「
ち
ょ
っ
と
前
の
東
野
を
知
ろ
う
」
と
題
し

た
東
野
の
昔(

過
去
）
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ

に
共
通
す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
東
野
の
経
験
豊
か
な
先

輩
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
た
こ
と
で
す
。 

 

東
野
の
未
来
に
つ
い
て
は
、
東
野
地
域
自
治
区
運
営
協

議
会
が
主
催
し
、
伊
藤
秀
幸
先
生
を
お
招
き
し
て
、
「
東

野
ま
ち
づ
く
り
の
工
夫
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
行
政
等
の
支
援
を
待
た
ず
、
自
分
た
ち
で
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
先
生
の
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

東
野
の
過
去
の
お
話
は
、
渡
辺
浩
光
先
生
を
お
招
き
し

て
、
市
民
三
学
東
野
委
員
会
が
主
催
し
て
、
大
正
か
ら
昭

和
の
初
期
（
太
平
洋
戦
争
）
ま
で
の
期
間
を
振
り
返
る
も

の
で
し
た
。
お
話
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
先
生
の
故
郷
へ

の
並
々
な
ら
ぬ
愛
着
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

「
温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
過
去
を

知
る
こ
と
は
未
来
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
両
先

生
の
お
話
は
、
こ
れ
か
ら
の
東
野
の
地
域
づ
く
り
に
大
変

参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。 

 

高
齢
の
身
で
あ
り
な
が
ら
一
生
懸
命
に
お
話
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
東

野
の
行
く
末
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。 

人口１６５９人 

（男）８３６人 

（女）８２３人 

628世帯 

( R4.2.1現在) 

未来を語る 

伊藤秀幸先生 

昔を語る 

渡辺浩光先生 
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歴
史
で
地
域
を
強
く
す
る 

通
常
、
明
神
様
と
呼
ば
れ
て
い
る
広
田
神

社
は
北
万
場
・
南
万
場
・
井
の
下
の
三
つ

の
組
が
氏
子
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
天
満

宮
、
稲
荷
、
根
府
山
、
山
の
神
が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
水
が
出
る
た
び
に
橋
が
流
さ
れ
、
氏
子
の
皆
さ
ん
の
苦
労

が
絶
え
ま
せ
ん
。 

 

 

天
王
前
に
あ
る
八
坂
神
社
は
向
島
・
中

島
・
南
天
王
前
・
北
天
王
前
・
下
沢
の
五

つ
の
組
で
氏
子
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
、
神
明
神
社

の
他
十
二
の
神
様
が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。 

八
社
巡
り
（
参
り
） 

東
野
に
鎮
座
す
る
八
坂
・
広
田
・
白
山
・
度
会
・

鷲
尾
・
若
宮
・
貴
船
の
七
社
に
大
井
町
武
並
神
社
を

加
え
八
社
と
し
、
八
社
巡
り
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
子
供
が
生
ま
れ
た
際
の
初
宮
参
り
、
正
月

の
初
参
り
と
か
、
大
戦
中
の
戦
勝
祈
願
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
早
朝
に
家
を
出
発
し
、
ほ
と
ん
ど
半

日
が
か
り
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
「
恵
那
市
東
野
の
民
俗
」
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
坂
神
社 

広
田
神
社 

昨
年
八
月
の
豪
雨
で
裏
山

の
土
砂
が
神
社
付
近
に
流

れ
出
し
ま

し
た
。
幸
い
神
社
本
殿
は
無
事

で
し
た
が
、
今
も
復
旧
の
見
通

し
が
立
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
氏
子
は
小
野
川
で
す
。 

中
辻 

下
辻 

下
浜
井
場
、
上
浜
井
場
の
自

治
会
が
氏
子
を
構
成
し
て
い

ま
す
。
当
番
は
近
隣
の
十
軒

ず
つ
で
行
い
ま
す
。 

南
中
切
・
北
中
切
・
小
麦
田
の
三
つ

の
組
の
皆
さ
ん
が
氏
子
で
す
。
他
の

神
社
と
同
じ
く
、
当
番
制
で
祭
礼
の
お
世
話
や
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
田
の
中
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
田

地
開
発
の
た
め
、
現
在
の
山
際
の
場
所
に
移
さ
れ
た
そ
う

で
す
。 

武
並
神
社
は
東
野
に
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
ず
ー
っ
と
郷
社

と
し
て
東
野
の
人
々
に
も
な
じ
み
に
深
い
神
社
で
し
た
。

こ
こ
の
神
官
は
、
神
官
の
い
な
い
東
野
の
六
社
を
管
理

し
、
祭
礼
の
際
に
は
出
向
い
て
い
ま
す
。
本
殿
は
国
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
つ
の
神
社
が
合
祀
さ
れ

て

お

り

ま

す

が
、
宮

の

前
・
大
門
で
は
「
若
宮
さ

ん
」
、
染

戸

付

近

で

は

「
貴
船
さ
ん
」
と
呼
ぶ
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
氏

子
は
上
大
門
・
下
大

門
・
南
大
門
・
宮
の

前
・
上
染
戸
の
・
下

染

戸

の

皆

さ

ん

で

す
。
祭
礼
の
維
持
や

運
営
は
、
毎
年
当
番

に
な
っ
た
組
の
氏
子

で
行
わ
れ
ま
す
。 

若
宮
神
社 

貴
船
神
社 

武
並
神
社 

鷲
尾
神
社 

白
山
神
社 

度
会
神
社 

写真はそれぞれの神社の正月元旦の姿 
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鎌
倉
杉
焼
失
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た 

 

八
坂
神
社
の
裏
数
十

メ
ー
ト
ル
奥
に
、
鎌
倉

時
代
に
植
え
ら
れ
た
杉
の
木
の

跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
は
、
明
治
三
年
に
火
災
で
焼

失
し
た
と
い
う
文
字
が
残
る
石

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の

人
も
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

も
の
の
実
際
に
こ
の
石
碑
を
見

た
こ
と
の
あ
る
人
は
少
な
い
た

よ
う
で
す
。 

 

石
碑
は
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル

程
度
の
一
辺
が
二
十
セ
ン
チ
程
の
四
角
柱
で
す
。 

 

 

右
側
面
に
は
、
「
明
治
三
十
三

年
九
月
六
日
に
焼
失
し
て
残
念
で

あ
る
」
と
い
う
意
味
の
文
言
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
正
面
に
は
、
「
神
木
鎌
倉

杉
の
跡
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
名
前
が
鎌
倉
杉
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

左
側
面
は
、
鎌
倉
幕
府
の
時
代
に
二
人
で
杉
の
木
を
移
植
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

歴
史
で
地
域
を
強
く
す
る 

 恵那市内で歴史があって有名な杉の木は、上矢作町の大船神社近くにある「弁慶杉」と明知町の白鷹城の

裏にある「団子杉」です。言い伝えによれば、「弁慶杉」は鎌倉時代からあるようですが、八坂神社の「鎌

倉杉」も焼失を免れていれば、市内でも有名な杉の木になっていたかもしれません。 

 

右
の
文
章
は
、
八
坂
神
社
の
由
緒
を
伝
え
る
も
の
で
、
な

か
な
か
難
し
い
字
が
並
び
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
も
と

も
と
鎌
倉
杉
と
呼
ば
れ
る
霊
木
は
三
本
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
八

坂
神
社
の
創
立
は
延
徳
三
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
は
、
室
町
時

代
で
、
こ
の
三
本
の
霊
木
が
鎌
倉
時
代
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る

と
、
霊
木
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
八
坂
神
社
が
創
建
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

霊
木
の
三
本
の
内
、
一
本
が
上
記
の
石
碑
の
も
の
だ
と
す

る
と
、
あ
と
二
本
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残

り
ま
す
。  

そ
も
そ
も
鎌
倉
時
代
と
い
う
と
、
加
藤
景
廉
が
頼
朝
よ
り

こ
の
地
方
の
地
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
岩
村
に
そ
の
拠
点
を
置
い

た
と
伝
え
ら
れ
る
時
期
で
す
。
石
碑
の
左
側
面
に
は
、
二
人
が
杉
を
植

え
た
と
伝
え
て
い
ま
す
が
、
植
え
た
人
数
を
石
碑
に
残
す
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
「
弐
」
を
「
武
」
に
置
き
換
え
る
と
、
「
武
人
」
と

な
り
、
景
廉
ゆ
か
り
の
武
士
が
植
え
た
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
す
。 

 

地
形
的
に
も
天
王
前
は
当
時
の
幹
線
道

路
（
東
山
道
？
、
鎌
倉
街
道
？
）
か
ら
岩

村
へ
の
入
り
口
に
あ
た
り
ま
す
。 

左
側
面 

傳
曰
往
昔
鎌
倉
幕
府
之
時
弐
人
以
比
杉
移
植 

右
側
面 

明
治
三
十
三
年
九
月
六
日
火
所
焼
惜
哉 

正
面 

神
木
鎌
倉
杉
之
跡 

八
坂
神
社
由
緒 

森
林
鬱
密
樹
木
森
々
山
色
珍
境
奇
峯
推
就
中
三
株
之
霊
木
有
是
号
鎌

倉
杉
云
。
爰
干
希
有
哉
降
白
弊
懸
一
樹
以
是
奉
環
速
須
佐
之
男
命
之

身
体
。
来
所
延
徳
三
年
六
月
創
立
寛
文
五
年
再
建
。
明
治
五
年
八
月

村
社
之
許
可
在
。 

疑
問 

仮
説 

発
見 

由
緒 
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少
子
高
齢
化
が
進

み
、
田
舎
で
は
担

い
手
不
足
で
耕
作

放
棄
地
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
若
者
の
流
失
も
進
み
、
空
き
家
も
増

え
、
市
内
で
も
限
界
集
落
に
近
い
地
域
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
傾
向
は
突
然
出
て
き
た
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
危
惧
さ
れ
て
き
た
も

の
で
す
。 

 

東
野
で
も
決
し
て
例
外
で
は
な
く
、
担

い
手
不
足
や
空
き
家
問
題
は
深
刻
な
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
放
置
し
、
ま
た

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
ら
、
益
々
地
域
は

衰
退
し
、
住
み
に
く
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

 

同
じ
問
題
を
抱
え
る
市
内
の
他
の
地
域

で
は
、
そ
の
解
決
に
向
か
っ
て
積
極
的
に

立
ち
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。 

 

例
え
ば
正
家
地
区
で
は
、
農
地
が
宅
地
に
で
き
る

機
会
に
、
大
型
商
業
施
設
を
誘
致
し
、
隣
接
地
域
に

は
住
宅
地
を
開
発
し
て
住
み
や
す
い
エ
リ
ア
を
設
置

し
、
人
口
の
増
加
と
人
流
の
増
加
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
結
果
、
と
て
も
そ
の
エ
リ
ア
が
活
性
化
し
、
発

展
の
可
能
性
の
高
い
地
域
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
武
並
地
域
で
は
、
瑞
浪
・
恵
那
バ
イ
パ
ス

が
武
並
駅
付
近
を
通
る
の
を
機
会
に
、
そ
の
一
帯
を

住
宅
地
に
し
再
開
発
し
、
人
口
が
増
え
る
工
夫
を
し

て
み
え
ま
す
。 

 

両
地
域
で
は
、
チ
ャ
ン
ス
を
有
効
に
生
か
し
、
地

域
の
活
性
化
に
上
手
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。 

 

東
野
地
域
に
も
チ
ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。 

宮
の
前
地
区
は
、
発
展
目
覚
ま
し
い
正
家
と
は
、
阿

木
川
を
挟
ん
で
隣
接
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ

ア
駅
設
置
に
伴
い
、
中
央
道
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
ま

す
。
近
く
に
は
白
坂

地
区
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
両
地

域
と
も
開
発
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
東
野

に
と
っ
て
も
こ
の
上

も
な
い
話
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
か
に
活
か
す

か
。 

 

こ
の
こ
と
は
以
前
か
ら
話
し
合

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

形
に
な
ら
ず
、
時
間
ば
か
り
過
ぎ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
他

地
区
が
開
発
に
手
を
挙
げ
、
行
政
も
そ
ち
ら
の
ほ
う

に
支
援
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

東
野
も
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
ん
な
焦
り
と
、
思
い
か
ら
今
回
の
講
演
会
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

講
師
に
見
識
者
で
あ
る
伊
藤
秀
幸
先
生
を
お
迎
え

し
、
「
東
野
ま
ち
づ
く
り
の
工
夫
」
と
題
し
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

話
の
内
容
は
、
「
世
界
と
日
本
の
未
来
」
、
「
東

野
が
生
き
残
る
た
め
に
は
」
、
「
心
の
持
ち
方
」
、

「
解
決
す
べ
き
課
題
」
等
、
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の

で
し
た
。 

 

先
生
の
お
話
を
聞
く
中
で
、
「
行
政
の
依
頼
・
下

請
け
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
我
々
住
民

が
」
「
我
が
こ
と
と
思
い
」
真
剣
に
取
り
組
め
る
町

づ
く
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
強
い
信

念
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
こ
そ
、
私
た
ち
住
民
が
立
ち
上
が
る
時
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

東野まちづくり講演会 令和3年10月18日 
地
域
を
知
る
・
東
野
を
知
る 

未
来
を
語
る 
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市
民
三
学
東
野
委
員
会
主
催
の
講
演
会
、

「
第
一
回
東
野
勉
強
会
」
が
令
和
三
年
十

一
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

に
百
二
才
を
迎
え
ら
れ
た
下
染
戸
の
渡
辺

浩
光
先
生
を
迎
え
て
、
実
体
験
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
少
し
前
の
東
野
の
様
子
を
振

り
返
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
四
十
名
近
く
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
大
盛
況
で
し
た
。 

 

話
の
内
容
は
、
歴
代
村
長
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
当
時
（
大
正
末
期
～
昭
和
初
期
）
の
学
校
の
様

子
や
教
育
の
様
子
、
消
防
団
や
太
平
洋
戦
争
時
の
東

野
の
様
子
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。 

 

最
初
は
、
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
ふ
る
さ
と
東
野
」
を

基
に
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
杉
本
氏
が
コ
メ
ン
ト
し
な
が

ら
紹
介
し
、
そ
の
後
、
足
立
氏
が
そ
れ
に
関
わ
っ

て
、
講
師
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
話
を
伺

う
と
い
っ
た
流
れ
で
講
演
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
消
防
団
の
着
て

い
た
法
被
の
話
、
火

事
を
知
ら
せ
る
半
鐘

の
話
、
学
校
の
先
生

た
ち
の
様
子
な
ど
、

体
験
に
も
と
づ
い
た

具
体
的
で
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
話
を
さ
れ

ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
中
に
は
、
身
を

乗
り
出
し
て
聞
き
入
る
方
も

い
て
、
興
味
あ
る
生
の
話
を

多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

太
平
洋
戦
争
時
の
こ
と
に

な
る
と
講
師
の
先
生
に
も
熱

が
入
り
、
そ
の
当
時
の
悔
し
い
思
い
な
ど
が
印
象
的

で
し
た
。 

 

講
師
の
先
生
は
、
百
二
才
を
迎
え
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
体
調
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
車
い
す

の
準
備
な
ど
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
足
で

し
っ
か
り
と
歩
い
て
、
声
量
も
あ
り
、
と
て
も
元
気

で
し
た
。 

 

参
加
者
の
中
に
は
、
先
生
と
関
わ
り
の
深
い
方
も

み
え
て
、
久
し
ぶ
り
に
あ
え
た
こ
と
で
懐
か
し
い
思

い
を
さ
れ
る
方
も
み
え
ま
し
た
。 

 

最
後
の
質
問
時
間
に
は
歴
史
か
ら
離
れ
て
、
先
生

の
趣
味
の
話
に
お
よ
び
、
和
や
か
で
懐
か
し
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。 

地
域
を
知
る
・
東
野
を
知
る 

第1回東野勉強会 令和3年1１月２０日 

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
ふ
る
さ
と
東
野
と
は
・
・
・ 

 

主
に
明
治
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
東
野
の

昔
の
様
子
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
市
民
三
学
東
野
委
員
会
が
編
集
・
発
行
し

た
写
真
集
で
す
。 

 

市
民
三
学
東
野
委
員
会
で
は
、
東
野
勉
強
会
を

二
回
計
画
し
て
い
ま
す
。
二
回
目
は
、
二
月
十
九

日
に
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
二
回
目
も
今
回
同

様
、
東
野
の
歴
史
に
詳
し
い
古
老
の
方
を
講
師
に

お
招
き
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

昔
（
過
去
）
を
語
る 
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壮
健
東
雲
連
合
会
が 

 
 

 
 

表
彰
さ
れ
ま
し
た 

 

令
和
三
年
十
二

月
二
日
（
木
）
、

一
般
財
団
法
人
岐

阜
県
老
人
ク
ラ
ブ

主
催
の
「
飛
水
ク

ラ
ブ
ぎ
ふ
大
会
」

が
長
良
川
国
際
会
議
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
会
の
目
的
は
、
功
労
者
や
団
体
の
表
彰

と
感
謝
状
の
贈
呈
で
す
。 

 

東
野
の
壮
健
東
雲
会
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
の
中
の
「
活
動
賞
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
県
下
で
四
団
体
し
か
も
ら
え
な
い
賞
で

す
。
日
頃
の
花
壇
づ
く
り
等
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活

動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
会

長
の
伊
藤
全
孝

氏
が
出
席
し
、

賞
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。 

 
 

 

東
野
歌
舞
伎
保
存
会
で
は
、
東
野
の
大
切
な
文

化
遺
産
で
あ
る
東
野
歌
舞
伎
の
若
手
の
育
成
に
力

を
入
れ
、
継
承
に
尽
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

こ
ど
も
園
み
ど
り
組 

 

～
東
野
な
か
よ
し
五
人
組
～ 

 

十
一
月
二
十
六
日
（
金
）
に
、
東
野
こ

ど
も
園
の
み
ど
り
組
の
五
人
が
「
東
野
な

か
よ
し
五
人
組
」
と
し
て
歌
舞
伎
の
演
技

を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

五
人
の
こ
ど
も
た
ち
が
順
番
に
「
問
わ

れ
て
名
乗
る
も
お
こ
が
ま
し
い
が
・
・
」

と
名
前
や
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
披
露
し

て
見
え
を
切
り
ま
し
た
。 

 

会
場
か
ら
は
保
護
者
の
方
や
先
生
方

が
、
「
待

っ

て

ま

し

た
」
「
日

本

一
」

「
で
き
ま
し
た
」
「
大

当
た
り
」
な
ど
応
援
す

る
声
が
飛
び
ま
し
た
。

稽
古
回
数
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
立
派
な
演

技
で
し
た
。 

東
野
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

～
白
波
五
人
男
～ 

 

十
一
月
二
十
四
日(

水
）
、
東
野
小
学
校
で
ク
ラ

ブ
の
活
動
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

演
目 

白
浪
五
人
男 

 
 

配
役 

東
野
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

日
本
駄
右
衛
門 

中
根
美
和
（
六
年
） 

 
 

 

弁
天
小
僧
菊
之
助 

古
山
可
恋
（
六
年
） 

 
 

 
 

忠
信
利
平 

 

小
林
明
香
里
（
六
年
） 

 
 

 
 

赤
星
十
三
郎 

 
 

伊
藤
蘭
（
六
年
） 

 
 

 
 

南
郷
力
丸 

 

五
月
女
瑞
季
（
六
年
） 

 
 

 
 

捕
手
頭 

 
 

水
野
佐
希
穂
（
五
年
） 

 
 

 
 

捕
手
一 

 
 

 

水
野
美
里
（
教
員
） 

 
 

 
 

捕
手
二 

 
 

 

武
藤
歩
美
（
教
員
） 

 
 

 

東
野
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ

ブ
で
は
、
四
月
よ
り
東
野
歌

舞
伎
保
存
会
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
、
地
元
歌
舞
伎
の
稽
古

に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
そ
の
成
果
を
十
分
発

表
で
き
ま
し
た
。 

ちっびこ歌舞伎役者登場（東野歌舞伎） 

伝統を次世代へ引き継ぐ 

地
域
を
知
る
・
東
野
を
知
る 
地
域
の
話
題 
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東
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
東
野
こ
ど
も
園

育
友
会
と
の
合
同
の
資
源
回
収
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

回
収
量
は
以
前
と
比
べ
て
新
聞
紙
の
回

収
量
の
落
ち
込
み
が
目
立
ち
ま
し
た
。
新

聞
は
毎
日
の
も
の
な
の
で
、
他
の
回
収
物

と
は
格
段
に
量
が
多
い
で
す
が
、
そ
の

分
、
情
勢
の
変
化
が
敏
感
に
値
で
表
れ
て

き
ま
す
。
こ
の
新
聞
紙
の
減
量
は
資
源
回

収
処
東
野
デ
ポ
が
で
き
た
影
響
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

雑
紙
は
、
回
収
量
こ
そ
少
な
い
（
新
聞

紙
の
約
二
十
分
の
一
）
で
す
が
、
単
価
が

高
い
（
キ
ロ
当
た
り
十
円
）
で
す
の
で
、

今
後
は
雑
紙
回
収
に
重
点
を
置
く
の
も
、

一
つ
の
方
向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

土
あ
け
び 

 

こ
の
地
方
で
は
と
っ
て
も
珍
し
い
「
土
あ

け
び
」
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
杉
本
純
一
氏

が
散
策
中
に

発
見
し
ま
し

た
。
場
所
は

保
古
の
湖
周

辺
で
、
時
期

は
十
一
月
の

初
め
で
す
。 

 

東
野
こ
ど
も
園
で
収
穫
祭 

 

東
雲
連
合
会
と
丸
山
文
憲
さ
ん
の
お
手
伝
い
で
、
先

日
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
焼
い
て
、
食
べ
ま
し
た
。 

 

焼
き
あ
が
っ
た
イ
モ
は
と
っ
て
も
や
わ
ら

か
く
て
、
お

い
し
か
っ
た

で
す
。 

 

収穫祭（焼き芋大会） とっても珍しい植物 

2回目の資源回収 

東野地域安全パトロール 

（２・３月）金曜日１６：００～１７：００ 

４日 交通安全協会東野支部 

18日 東野生産森林組合 

25日 東野東雲連合会 

４日 東野青少年育成会議 

1１日 東野民生児童委員 

1８日 公務員ＯＢ会 

 
 
 
 

 
 

花
無
山
句
会
自
選
句 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日 

・
タ
ク
ト
振
る
園
児
は
五
歳
冬
ぬ
く
し 

 

市
川 

芳
子 

・
緑
こ
き
葉
陰
に
赤
の
実
万
両 

 
 

 
 

内
木
伊
都
子 

・
師
走
な
る
庭
師
も
忙
し
鋏
音 

 
 

 
 

千
藤 

猛
司 

・
軸
替
え
る
こ
と
も
一
つ
や
年
用
意 

 
 

千
藤 

恵
三 

 
 

寄 

贈 

（
シ
ク
ラ
メ
ン
） 

 

北
中
切
の
工
藤
た
か

子
さ
ん
よ
り
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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発 行 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 

 
 
 

 
  

門
松
を
つ
く
り
ま
し
た 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
に
元
気
が

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
年

こ
そ
は
元
気
一
杯
の
年
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
門
松
を
作
っ
て

み
ま
し
た
。 

 

素
材
は
、
土
台
の
プ
ラ
ン

タ
ー
以
外
は
す
べ
て
地
元
の
東

野
で
調
達
を
し
ま
し
た
。
松
、

竹
、
梅
の
他
に
南
天
、
ハ
ボ
タ
ン
、
ク
マ
ザ
サ
な
ど
で
作
り
上
げ

ま
し
た
。
素
人
仕
事
な
の
で
上
出
来
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

な
り
の
も
の
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

完
成
し
た
門
松
（
写
真
右
上
）
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
セ
ン
タ
ー

の
玄
関
に
置
い
た
と
こ
ろ
、
訪
ね
て
み
え
た
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に

コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
か
れ
ま
し
た
。
手
厳
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
や

お
褒
め
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貧
弱
な
松
や
梅

を
見
て
、
わ
ざ
わ
ざ
追
加
を
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
方
も
み
え
、

日
を
追
う
ご
と
に
豪
華
に
な
っ
て
い
き
、
最
後
に
は
丸
々
と
太
っ

た
立
派
な
門
松
（
写
真
左
下
）
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
コ
ミ
セ
ン
や
振
興
事
務
所

に
門
松
を
置
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
何
か

し
な
い
と
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
は
破
れ
な
い
と
思
い
、
「
門

松
頼
み
」
で
初
め
て
設
置
し
て
み
ま
し

た
。 

 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
と
か
大
事
に
な

ら
な
い
よ
う
に
祈
る
の
み
で
す
。 

 

12/24 文化センターで中央、武並、

中野方、東野合同クリスマスコンサート

（おとむすび・マンドリンアンサンブル、グ

リーンによる）で、生演奏を聴きました。

絵本に合わせて歌い踊りもあり、楽しい

ひと時を過ごすことが出来ました。 

令和4年度の募集が始まります。 

0～3歳までのお子さんをお持ちのご家
族の活動です。 

途中からの参加も可能です。お気軽にお声
かけください。 

施
設
利
用
の
お
願
い 

 
 

 

施
設
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、 

「
使
用
許
可
申
請
書
」
で
の
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
３
ヶ
月
前
、
小
学
校
施

設
は
１
ヶ
月
前
か
ら
申
請
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
電
話
で
の
お
問
い
合

わ
せ
は
仮
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

必
ず
窓
口
に
て
「
使
用
許
可
申
請

書
」
に
記
入
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

＊
利
用
前
、
利
用
後
に
事
務
所
へ
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。
（
特
に
、
土
日

や
祝
日
、
夜
間
は
職
員
が
一
人
し
か

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
） 

＊
利
用
後
は
机
・
椅
子
・
座
布
団
な

ど
使
用
し
た
も
の
を
元
の
場
所
に
戻

し
、
除

菌
・
掃
除
機
・
モ
ッ
プ
掛

け
・
窓
の
施
錠
・
ガ
ス
の
元
栓
確
認

な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
施
設
及
び
設
備
を
破
損
ま
た
は
汚

し
た
と
き
は
、
直
ち
に
届
け
出
、
職

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
届
け
出
が
な
く
当
方
で
発
見
し
た

場
合
は
、
以
後
の
使
用
は
許
可
で
き

な
く
な
り
ま
す
） 

＊
今
後
と
も
皆
様
が
気
持
ち
よ
く
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

12/24 

クリスマス演奏会 


